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住
民
訴
訟
制
度
の
意
義

住
民
訴
訟
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
な

し
た
違
法
な
財
務
会
計
行
為
を
正
し
て
、
地
方
公
共

団
体
の
財
務
行
政
の
適
正
な
運
用
を
図
る
も
の
で

す（
（
（

。
な
お
、
最
高
裁
は
、
住
民
訴
訟
を
地
方
自
治
の

本
旨
に
基
づ
く
住
民
参
政
の
一
環
と
し
て
位
置
付

け
、
制
度
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
細
に

述
べ
て
い
ま
す
。

■
最
判
昭
和
53
・
３
・
30
民
集
32
巻
２
号
４
８
５
頁

地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
2
の
定
め
る
住
民
訴

訟
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職

員
に
よ
る
同
法
２
４
２
条
１
項
所
定
の
財
務
会
計

上
の
違
法
な
行
為
又
は
怠
る
事
実
が
究
極
的
に
は

当
該
地
方
公
共
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
住
民
全
体

の
利
益
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

れ
を
防
止
す
る
た
め
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ

く
住
民
参
政
の
一
環
と
し
て
、
住
民
に
対
し
そ
の

予
防
又
は
是
正
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
権
能
を
与

え
、
も
つ
て
地
方
財
務
行
政
の
適
正
な
運
営
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
執

行
機
関
又
は
職
員
の
右
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は

怠
る
事
実
の
適
否
な
い
し
そ
の
是
正
の
要
否
に
つ

い
て
地
方
公
共
団
体
の
判
断
と
住
民
の
判
断
と
が

相
反
し
対
立
す
る
場
合
に
、
住
民
が
自
ら
の
手
に

よ
り
違
法
の
防
止
又
は
是
正
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
る
点
に
、
制
度
の
本
来
の
意
義
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
住
民
の
有
す
る
右
訴
権
は
、
地
方
公
共
団

体
の
構
成
員
で
あ
る
住
民
全
体
の
利
益
を
保
障
す

る
た
め
に
法
律
に
よ
つ
て
特
別
に
認
め
ら
れ
た
参

政
権
の
一
種
で
あ
り
、
そ
の
訴
訟
の
原
告
は
、
自

己
の
個
人
的
利
益
の
た
め
や
地
方
公
共
団
体
そ
の

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜
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連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
住
民
訴
訟
制
度
を

理
解
す
る
上
で
必
要
な
基
本
事
項
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。
住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
に
つ
い

て
は
、
既
に
多
く
の
文
献
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
回
は
、
筆
者
自
身
も
前
職
の
時
代
、
複

数
の
住
民
訴
訟
を
経
験
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
実

務
を
担
当
す
る
自
治
体
の
職
員
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
論
点
を
中
心
に

解
説
し
ま
す
。

住民訴訟制度①
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も
の
の
利
益
の
た
め
に
で
は
な
く
、
専
ら
原
告
を

含
む
住
民
全
体
の
利
益
の
た
め
に
、
い
わ
ば
公
益

の
代
表
者
と
し
て
地
方
財
務
行
政
の
適
正
化
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
住

民
訴
訟
の
判
決
の
効
力
が
当
事
者
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
全
住
民
に
及
ぶ
と
解
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
た

め
で
あ
る
。住

民
訴
訟
制
度
の
特
色

裁
判
所
は
「
法
律
上
の
争
訟
」
を
裁
判
す
る
権
限

を
有
し
ま
す
が
、
特
に
法
律
の
定
め
が
あ
れ
ば
「
法

律
上
の
争
訟
」
以
外
の
争
訟
に
つ
い
て
の
権
限
も
有

し
ま
す
（
裁
判
所
法
第
３
条
）。

裁
判
所
法

　
（
裁
判
所
の
権
限
）

第
３
条

裁
判
所
は
、
日
本
国
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る

場
合
を
除
い
て
一
切
の
法
律
上
の
争
訟
を
裁
判

し
、
そ
の
他
法
律
に
お
い
て
特
に
定
め
る
権
限

を
有
す
る
。

な
お
、「
法
律
上
の
争
訟
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意

義
を
明
ら
か
に
し
た
次
の
よ
う
な
最
高
裁
判
決
が
あ

り
ま
す
。

■
最
判
昭
和
29
・
２
・
11
民
集
８
巻
２
号
４
１
９
頁

裁
判
所
法
３
条
に
よ
れ
ば
「
裁
判
所
は
、
日
本

国
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
一
切

の
法
律
上
の
争
訟
を
裁
判
し
、
そ
の
他
法
律
に
お

い
て
特
に
定
め
る
権
限
を
有
す
る
」も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
「
法
律
上
の
争
訟
」
と
は
法
令
を
適
用
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
解
決
し
得
べ
き
権
利
義
務
に
関

す
る
当
事
者
間
の
紛
争
を
い
う
の
で
あ
る
。
本
件

村
議
会
の
予
算
議
決
は
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
村

住
民
の
具
体
的
な
権
利
義
務
に
直
接
関
係
な
く
、

村
長
に
お
い
て
、
右
議
決
に
基
き
、
課
税
そ
の
他

の
行
政
処
分
を
行
う
に
至
つ
て
は
じ
め
て
、
こ
れ

に
直
接
関
係
を
生
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
村
議
会
の
予
算
議
決
が
あ
つ
た
と
い
う
だ
け

で
は
、
未
だ
行
政
処
分
は
な
い
の
で
あ
り
具
体
的

な
権
利
義
務
に
関
す
る
争
訟
が
あ
る
と
は
い
え

ず
、従
つ
て
裁
判
所
法
３
条
の
「
法
律
上
の
争
訟
」

に
当
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
件

の
ご
と
き
村
議
会
の
議
決
に
対
し
単
に
そ
の
効
力

を
争
う
趣
旨
の
出
訴
を
認
め
た
特
別
の
法
律
の
規

定
も
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
、
本
件
村
議
会
の
予

算
議
決
に
対
す
る
出
訴
は
不
適
法
で
あ
つ
て
、
こ

れ
と
同
趣
旨
の
原
判
決
は
正
当
で
あ
り
、
こ
れ
と

異
る
論
旨
は
採
用
で
き
な
い
。
そ
の
他
の
論
旨
は

い
ず
れ
も
「
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
民
事
上
告
事

件
の
審
判
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
25
年

５
月
４
日
法
律
１
３
８
号
）
１
号
乃
至
３
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
せ
ず
、
又
同
法
に
い
わ
ゆ
る
「
法

令
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
主
張
を
含
む
」
も
の

と
認
め
ら
れ
な
い
。

住
民
訴
訟
は
、
自
己
の
法
律
上
の
利
益
に
関
わ
り

の
な
い
資
格
で
提
起
す
る
特
殊
な
訴
訟
で
す
（
行
訴

法
第
５
条
）。

行
政
事
件
訴
訟
法

　
（
民
衆
訴
訟
）

第
５
条　

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
民
衆
訴
訟
」
と

は
、
国
又
は
公
共
団
体
の
機
関
の
法
規
に
適
合

し
な
い
行
為
の
是
正
を
求
め
る
訴
訟
で
、
選
挙

人
た
る
資
格
そ
の
他
自
己
の
法
律
上
の
利
益
に

か
か
わ
ら
な
い
資
格
で
提
起
す
る
も
の
を
い

う
。 

民
衆
訴
訟
は
、
法
律
に
定
め
る
者
に
限
り
提
起
で

き
ま
す
。

行
政
事
件
訴
訟
法

　
（
訴
え
の
提
起
）

第
42
条　

民
衆
訴
訟
及
び
機
関
訴
訟
は
、
法
律
に

定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
法
律
に
定
め
る
者
に

限
り
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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た
も
の
と
ま
で
は
断
じ
難
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
費
用
に
充
て
る
た
め

に
被
上
告
人
が
訴
外
組
合
の
公
金
を
支
出
し
た
こ

と
を
違
法
と
ま
で
は
い
え
ず
、
こ
れ
と
同
旨
の
原

審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
論
旨
は
、
ひ
っ
き
ょ
う
、
右
と
異
な
る
見

解
に
立
っ
て
原
判
決
を
論
難
す
る
か
、
又
は
原
判

決
の
結
論
に
影
響
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
違
法

を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

訴
訟
要
件
と
し
て
の
監
査
請
求
前
置

（
１
）
監
査
請
求
前
置
主
義
の
意
義

住
民
訴
訟
は
、
住
民
監
査
請
求
を
適
法
に
経
て
い

な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
監
査
請
求
前
置
主
義
と
い
い
ま
す
（
自
治
法
第

２
４
２
条
の
２
第
１
項
）。
地
方
自
治
法
は
、
ま
ず

地
方
公
共
団
体
の
自
浄
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
第

一
と
し
、
監
査
委
員
の
役
割
に
期
待
し
て
住
民
監
査

前
置
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

地
方
自
治
法

　
（
住
民
訴
訟
）

第
２
４
２
条
の
２　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民

地
方
自
治
法
上
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が

住
民
訴
訟
を
提
起
で
き
ま
す
（
自
治
法
第
２
４
２
条

の
２
第
１
項
）。
ま
た
、
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ

る
特
別
区
の
住
民
も
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
自
治
法
第
２
８
３
条
）。

地
方
自
治
法

　
（
市
に
関
す
る
規
定
の
適
用
）

第
２
８
３
条　

こ
の
法
律
又
は
政
令
で
特
別
の
定

め
を
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
第
２
編
及
び
第

４
編
中
市
に
関
す
る
規
定
は
、
特
別
区
に
こ
れ

を
適
用
す
る
。

２
・
３　

略

同
じ
く
、
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
の
組
合
に
つ
い
て
も
、
組
合
を
構
成
す
る
自
治

体
の
住
民
が
住
民
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
解
さ
れ
ま

す
。

地
方
自
治
法

　
（
普
通
地
方
公
共
団
体
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
２
９
２
条　

地
方
公
共
団
体
の
組
合
に
つ
い
て

は
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
特
別
の

定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
都
道
府
県
の

加
入
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
に
関
す

る
規
定
、
市
及
び
特
別
区
の
加
入
す
る
も
の
で

都
道
府
県
の
加
入
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
市

に
関
す
る
規
定
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は

町
村
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

例
え
ば
、
次
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
水
防
事
務
組

合
の
公
金
の
支
出
に
対
す
る
住
民
訴
訟
を
認
め
る
前

提
で
、
次
の
よ
う
な
本
案
判
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
最
判
平
成
元
・
10
・
３
判
時
１
３
４
１
号
70
頁

所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
認
定
は
、
原
判
決

挙
示
の
証
拠
関
係
に
照
ら
し
て
肯
認
す
る
に
足

り
、
右
事
実
関
係
及
び
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た

そ
の
余
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
接
待
が
行

わ
れ
た
昭
和
54
年
当
時
、
高
須
輪
中
水
防
事
務
組

合
（
以
下
「
訴
外
組
合
」
と
い
う
。）
で
は
、
長

良
川
河
口
堰
事
業
に
関
連
し
て
建
設
省
等
の
関
係

官
庁
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
本
件
接
待
は
、
訴
外
組
合
の
管
理
者
で
あ
る

被
上
告
人
ほ
か
組
合
幹
部
７
名
に
お
い
て
、
建
設

省
の
関
係
機
関
の
係
官
４
名
が
右
事
業
の
実
施
に

関
連
し
て
訴
外
組
合
の
水
防
区
域
内
の
堤
防
等
を

巡
視
し
た
際
、そ
れ
に
引
き
続
き
地
元
の
料
亭
で
、

右
係
官
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
酒
食
を
共
に
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、そ
の
費
用
の
総
額
は
、

料
理
飲
食
等
で
20
万
２
８
７
１
円
で
あ
っ
た
、
と

い
う
の
で
あ
り
、
右
接
待
に
至
る
経
緯
、
そ
の
態

様
・
内
容
等
に
照
ら
す
と
、
本
件
接
待
が
訴
外
組

合
に
と
っ
て
社
会
通
念
上
儀
礼
の
範
囲
を
逸
脱
し

3
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は
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る

監
査
委
員
の
監
査
の
結
果
若
し
く
は
勧
告
若
し

く
は
同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
地
方
公

共
団
体
の
議
会
、
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
若
し

く
は
職
員
の
措
置
に
不
服
が
あ
る
と
き
、
又
は

監
査
委
員
が
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
監
査

若
し
く
は
勧
告
を
同
条
第
６
項
の
期
間
内
に
行

わ
な
い
と
き
、
若
し
く
は
議
会
、
長
そ
の
他
の

執
行
機
関
若
し
く
は
職
員
が
同
条
第
９
項
の
規

定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
は
、
裁
判
所

に
対
し
、
同
条
第
１
項
の
請
求
に
係
る
違
法
な

行
為
又
は
怠
る
事
実
に
つ
き
、
訴
え
を
も
つ
て

次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

当
該
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
す
る
当
該
行

為
の
全
部
又
は
一
部
の
差
止
め
の
請
求

二　

行
政
処
分
た
る
当
該
行
為
の
取
消
し
又
は
無

効
確
認
の
請
求

三　

当
該
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
す
る
当
該
怠

る
事
実
の
違
法
確
認
の
請
求

四　

当
該
職
員
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事

実
に
係
る
相
手
方
に
損
害
賠
償
又
は
不
当
利
得

返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
求
め

る
請
求
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
又
は
当
該
行
為

若
し
く
は
怠
る
事
実
に
係
る
相
手
方
が
第

２
４
３
条
の
２
の
８
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
賠

償
の
命
令
の
対
象
と
な
る
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
賠
償
の
命
令
を
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
求

（
２
）
監
査
請
求
期
間

①
監
査
請
求
期
間
と
監
査
請
求
前
置

監
査
請
求
は
、
適
法
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
、
不
適
法
な
監
査
請
求
と
し
て
却
下
さ
れ
た

場
合
に
は
、
監
査
請
求
を
前
置
し
た
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
点
、
よ
く
問
題
に
な
る
の
は
、
監
査
請
求
期

間
内
に
監
査
請
求
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で

す
。
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
２
項
は
、
監
査
請

求
期
間
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
若
し
く
は

委
員
会
若
し
く
は
委
員
又
は
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
の
職
員
に
つ
い
て
、
違
法
若
し
く
は
不
当
な
公
金

の
支
出
、
財
産
の
取
得
、
管
理
若
し
く
は
処
分
、
契

約
の
締
結
若
し
く
は
履
行
若
し
く
は
債
務
そ
の
他
の

義
務
の
負
担
が
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
か
ら
一

年
を
経
過
し
た
日
以
降
は
原
則
で
き
な
い
と
定
め
て

い
ま
す
。

地
方
自
治
法

　
（
住
民
監
査
請
求
）

第
２
４
２
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
若
し
く
は
委
員

会
若
し
く
は
委
員
又
は
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
の
職
員
に
つ
い
て
、
違
法
若
し
く
は
不
当
な

公
金
の
支
出
、
財
産
の
取
得
、
管
理
若
し
く
は

処
分
、
契
約
の
締
結
若
し
く
は
履
行
若
し
く
は

債
務
そ
の
他
の
義
務
の
負
担
が
あ
る
（
当
該
行

為
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
相
当
の
確
実
さ
を
も
つ

て
予
測
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）
と
認
め
る
と

き
、
又
は
違
法
若
し
く
は
不
当
に
公
金
の
賦
課

若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
財
産
の
管
理
を
怠
る

事
実
（
以
下
「
怠
る
事
実
」
と
い
う
。）
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
証
す
る
書
面

を
添
え
、
監
査
委
員
に
対
し
、
監
査
を
求
め
、

当
該
行
為
を
防
止
し
、
若
し
く
は
是
正
し
、
若

し
く
は
当
該
怠
る
事
実
を
改
め
、
又
は
当
該
行

為
若
し
く
は
怠
る
事
実
に
よ
つ
て
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
の
被
つ
た
損
害
を
補
塡
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
当
該
行
為
の

あ
つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

３
〜
11　

略

②
真
正
怠
る
事
実
と
監
査
請
求
期
間

監
査
請
求
期
間
に
つ
い
て
定
め
た
地
方
自
治
法
第

２
４
２
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
は
、
地
方
公
共
団
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に
、
右
監
査
請
求
が
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
そ
の
他
の
財
務
会
計
職
員
の
特
定
の
財
務
会

計
上
の
行
為
を
違
法
で
あ
る
と
し
、
当
該
行
為
が

違
法
、
無
効
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
発
生
す
る

実
体
法
上
の
請
求
権
の
不
行
使
を
も
つ
て
財
産
の

管
理
を
怠
る
事
実
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
右
怠
る
事
実

に
係
る
請
求
権
の
発
生
原
因
た
る
当
該
行
為
の
あ

つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た
日
を
基
準
と
し
て
同
条
２

項
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
法
２
４
２
条
２
項
の
規
定

に
よ
り
、
当
該
行
為
の
あ
つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た

日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
監
査
請
求

は
不
適
法
と
さ
れ
、
当
該
行
為
の
違
法
是
正
等
の

措
置
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
査
請
求
の
対
象
を
当

該
行
為
が
違
法
、
無
効
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て

発
生
す
る
実
体
法
上
の
請
求
権
の
不
行
使
と
い
う

怠
る
事
実
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
同
項
の

定
め
る
監
査
請
求
期
間
の
制
限
を
受
け
ず
に
当
該

行
為
の
違
法
是
正
等
の
措
置
を
請
求
し
得
る
も
の

と
す
れ
ば
、
法
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
請
求

に
期
間
制
限
を
設
け
た
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
不
真
正
怠
る
事
実
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
て
も
特
定
の
財
務
会
計
行
為
の
存
否
・
内
容
の

体
の
長
若
し
く
は
委
員
会
若
し
く
は
委
員
又
は
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
つ
い
て
、
公
金
の
支

出
、
財
産
の
取
得
、
管
理
若
し
く
は
処
分
、
契
約
の

締
結
若
し
く
は
履
行
若
し
く
は
債
務
そ
の
他
の
義
務

の
負
担
（
以
下
「
財
務
会
計
行
為
」
と
い
う
。）
に

限
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
金
の
賦
課
若
し
く

は
徴
収
又
は
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
（
以
下
「
怠

る
事
実
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
監
査
請
求
期

間
の
制
限
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
（
最
判
昭
和

53
・
６
・
23
判
時
８
９
７
号
54
頁
）。

な
お
、
こ
の
最
高
裁
判
決
で
怠
る
事
実
の
対
象
と

な
っ
た
損
害
賠
償
請
求
権
（
債
権
）
は
、
町
長
が
地

方
自
治
法
上
の
義
務
を
重
大
な
過
失
に
よ
り
懈
怠
し

た
た
め
、
部
下
の
職
員
の
行
っ
た
違
法
行
為
を
防
止

で
き
ず
、
こ
れ
が
た
め
町
が
損
害
を
被
っ
た
こ
と
に

よ
り
発
生
し
た
も
の
で
、
町
長
に
よ
る
違
法
な
財
務

会
計
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
最
判
昭
和
53
・
６
・
23
判
時
８
９
７
号
54
頁

本
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
被
上
告
人
ら
の
本
件
監

査
請
求
は
、
上
告
人
は
不
法
行
為
に
よ
り
訴
外
勝

央
町
に
対
し
損
害
を
被
ら
せ
同
町
に
対
し
損
害
賠

償
義
務
を
負
う
と
こ
ろ
同
町
は
そ
の
請
求
を
す
る

こ
と
を
怠
っ
て
い
る
か
ら
損
害
賠
償
請
求
等
適
当

な
措
置
を
求
め
る
、
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
み
れ
ば
、
被
上
告
人
ら
の
監
査
請
求
は
、

地
方
自
治
法
２
４
２
条
１
項
所
定
の
不
当
又
は
違

法
に
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
を
改
め
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
構
ず
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
た
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
右
規
定

に
よ
る
怠
る
事
実
に
係
る
請
求
に
つ
い
て
は
同
条

２
項
の
適
用
は
な
い
と
約
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

被
上
告
人
ら
の
本
件
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
所
論

の
期
間
徒
過
の
違
法
は
な
い
。

③
不
真
正
怠
る
事
実
と
監
査
請
求
期
間

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
請
求
権
を
行

使
し
な
い
と
い
う
怠
る
事
実
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
特
定
の
財
務
会
計
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
発
生
す
る
実
体
上
の
請
求
権
（
債
権
）
の
不

行
使
を
も
っ
て
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
で
あ
る
と

の
主
張
（
い
わ
ゆ
る
不
真
正
怠
る
事
実
に
係
る
監
査

請
求
）
を
す
る
場
合
に
は
、
監
査
請
求
期
間
の
制
限

を
設
け
た
地
方
自
治
法
の
趣
旨
に
鑑
み
、請
求
権（
債

権
）
の
発
生
原
因
で
あ
る
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又

は
終
わ
っ
た
日
を
基
準
と
し
て
期
間
制
限
違
反
の
有

無
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
（
最
判
昭
和

62
・
２
・
20
民
集
41
巻
１
号
１
２
２
頁
）。

■
最
判
昭
和
62
・
２
・
20
民
集
41
巻
１
号
１
２
２
頁

普
通
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
違
法
に
財
産
の

管
理
を
怠
る
事
実
が
あ
る
と
し
て
法
２
４
２
条
１

項
の
規
定
に
よ
る
住
民
監
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
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検
討
を
要
す
る
と
し
て
も
、
当
該
行
為
が
財
務
会
計

行
為
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
な
い
場
合
に
は
、

２
４
２
条
２
項
の
規
定
の
適
用
は
な
い
と
さ
れ
ま
す

（
最
判
平
成
14
・
７
・２
民
集
56
巻
６
号
１
０
４
９
頁
）。

例
え
ば
、
次
の
判
例
の
よ
う
な
事
案
で
す
。
こ
の

事
案
で
は
、
県
の
企
業
局
が
実
施
し
た
指
名
競
争
入

札
に
お
い
て
、
指
名
業
者
ら
の
談
合
に
基
づ
き
落
札

者
が
県
と
不
当
に
高
額
の
代
金
で
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
県
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
が
、
業
者
ら
の
県

に
対
す
る
不
法
行
為
に
当
た
り
、
県
が
業
者
ら
に
対

し
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
行
使
を
怠
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
形
式
的
に
は
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
と
い
う
県
の
財
務
会
計
行
為
が
存
在
し
ま
す

が
、
業
者
ら
の
談
合
よ
り
発
生
し
た
県
の
業
者
ら
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
（
債
権
）
で
す
。
確
か
に
、

形
式
的
に
は
、
工
事
請
負
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
不
真
正
怠
る
事
実
に
係
る
監
査
請
求
の
ケ
ー
ス
と

い
え
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
、
真
正
怠
る
事
実
に
係

る
監
査
請
求
の
ケ
ー
ス
と
同
様
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
最
判
平
成
14
・
7
・
２
民
集
56
巻
6
号
１
０
４
９

頁
（
１
）
法
２
４
２
条
１
項
は
、
普
通
地
方
公
共

団
体
の
住
民
が
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
違

法
、
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実

に
つ
き
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
規
定
は
、
上
記
の

監
査
請
求
の
対
象
事
項
の
う
ち
行
為
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
が
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
た
と
き
は
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
財

務
会
計
上
の
行
為
は
、
た
と
え
そ
れ
が
財
務
会
計

法
規
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
か
、
又
は
財
務
会

計
法
規
に
照
ら
し
て
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
し
て

も
、
い
つ
ま
で
も
監
査
請
求
な
い
し
住
民
訴
訟
の

対
象
と
な
り
得
る
と
し
て
お
く
こ
と
は
、
法
的
安

定
性
を
損
な
い
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
監
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
行
為
が
完
了

し
た
日
か
ら
１
年
間
に
限
る
こ
と
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
上
記
の
対
象
事
項
の
う
ち

怠
る
事
実
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
期
間
制
限
は

規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
は
怠
る
事
実
が
現
に

存
す
る
限
り
い
つ
で
も
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
件
規
定

が
、
継
続
的
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
存
続
す
る

限
り
は
監
査
請
求
期
間
を
制
限
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
の
と
同
様
に
、
怠
る
事
実
が
存
在
す
る
限

り
は
こ
れ
を
制
限
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
場
合
に
も
上
記
の

原
則
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
本
件
規
定
の
法
意
に
照
ら
し
て
、

そ
の
例
外
を
認
め
る
べ
き
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
請
求
が
実
質
的
に
は
財

務
会
計
上
の
行
為
を
違
法
、
不
当
と
主
張
し
て
そ

の
是
正
等
を
求
め
る
趣
旨
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
解
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
求
人
に
お

い
て
怠
る
事
実
を
対
象
と
し
て
監
査
請
求
を
す
る

形
式
を
採
り
さ
え
す
れ
ば
、
上
記
の
期
間
制
限
が

及
ば
な
い
こ
と
に
な
る
と
す
る
と
、
本
件
規
定
の

趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
し
て
、
監
査
請
求
の
対
象
と
し
て

何
を
取
り
上
げ
る
か
は
、
基
本
的
に
は
請
求
を
す

る
住
民
の
選
択
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的

な
監
査
請
求
の
対
象
は
、
当
該
監
査
請
求
に
お
い

て
請
求
人
が
何
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
か

を
、
請
求
書
の
記
載
内
容
、
添
付
書
面
等
に
照
ら

し
て
客
観
的
、
実
質
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
怠
る
事
実
を

対
象
と
し
て
さ
れ
た
監
査
請
求
で
あ
っ
て
も
、
特

定
の
財
務
会
計
上
の
行
為
が
財
務
会
計
法
規
に
違

反
し
て
違
法
で
あ
る
か
又
は
こ
れ
が
違
法
で
あ
っ

て
無
効
で
あ
る
か
ら
こ
そ
発
生
す
る
実
体
法
上
の

請
求
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
行
為
が
違
法
と
さ
れ
て

初
め
て
当
該
請
求
権
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
監
査
委
員
は
当
該
行
為
が
違
法
で
あ
る
か
否
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④
不
真
正
怠
る
事
実
に
係
る
監
査
請
求
期
間
の
起
算
点

特
定
の
財
務
会
計
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
に
基

づ
い
て
発
生
す
る
実
体
上
の
請
求
権
（
債
権
）
の
不

行
使
を
も
っ
て
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
で
あ
る
と

の
主
張
を
す
る
場
合
に
は
、
請
求
権
の
発
生
原
因
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

あ
る
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
を
基

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

準
と
し
て

4

4

4

4

期
間
制
限
違
反
の
有
無
を
判
断
す
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
（
前
掲
最
判
昭
和
62
・
２
・
20

民
集
41
巻
１
号
１
２
２
頁
）。

な
お
、
そ
の
後
、
右
請
求
権
が
当
該
財
務
会
計
行

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

為
の
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は
い
ま
だ
発
生
し
て
お

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ら
ず
、
又
は
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

合
に
は
、
右
実
体
法
上
の
請
求
権
が
発
生
し
、
こ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
日
を
基
準

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
し
て

4

4

4

同
項
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し

た
（
最
判
平
成
９・１・28
民
集
51
巻
１
号
２
８
７
頁
）。

■
最
判
平
成
９
・
１
・
28
民
集
51
巻
１
号
２
８
７
頁

原
審
は
、
財
務
会
計
上
の
行
為
が
違
法
、
無
効

で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
実
体
法
上
の

請
求
権
の
不
行
使
を
も
っ
て
財
産
の
管
理
を
怠
る

事
実
と
す
る
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
右
行
為
の

あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
を
基
準
と
し
て
地
方

自
治
法
２
４
２
条
２
項
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
も

の
で
あ
り
（
最
高
裁
昭
和
57
年
（
行
ツ
）
第

１
６
４
号
同
62
年
２
月
20
日
第
二
小
法
廷
判
決
・

民
集
41
巻
１
号
１
２
２
頁
）、
上
告
人
ら
は
本
件

か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
当
該
怠
る
事
実
の
監
査
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
関
係
に
あ
り
、

こ
れ
を
客
観
的
、
実
質
的
に
み
れ
ば
、
当
該
行
為

を
対
象
と
す
る
監
査
を
求
め
る
趣
旨
を
含
む
も
の

と
み
ざ
る
を
得
ず
、
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は

終
わ
っ
た
日
を
基
準
と
し
て
本
件
規
定
を
適
用
す

べ
き
も
の
で
あ
る
（
前
掲
最
高
裁
昭
和
62
年
２
月

20
日
第
二
小
法
廷
判
決
参
照
）。
し
か
し
、
怠
る

事
実
に
つ
い
て
は
監
査
請
求
期
間
の
制
限
が
な
い

の
が
原
則
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
に
そ
の
制
限
が

及
ぶ
と
い
う
べ
き
場
合
は
そ
の
例
外
に
当
た
る
こ

と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
監
査
委
員
が
怠
る
事
実
の

監
査
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
特
定
の
財
務
会
計
上

の
行
為
の
存
否
、
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
当
該
行
為
が
財
務
会

計
法
規
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
か
否
か
の
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
は
な
い
場
合
に

は
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
あ
っ

た
上
記
第
二
小
法
廷
判
決
の
場
合
と
異
な
り
、
当

該
怠
る
事
実
を
対
象
と
し
て
さ
れ
た
監
査
請
求

は
、
本
件
規
定
の
趣
旨
を
没
却
す
る
も
の
と
は
い

え
ず
、
こ
れ
に
本
件
規
定
を
適
用
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
。

（
２
）
本
件
監
査
請
求
の
対
象
事
項
は
、
県
が

被
上
告
人
ら
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権

の
行
使
を
怠
る
事
実
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当

該
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
被
上
告
人
ら
が
談
合
を

し
た
結
果
に
基
づ
い
て
被
上
告
人
△
△
電
機
に
お

い
て
県
の
実
施
し
た
指
名
競
争
入
札
に
応
札
し
て

落
札
の
上
県
と
不
当
に
高
額
の
代
金
で
請
負
契
約

を
締
結
し
て
県
に
損
害
を
与
え
る
不
法
行
為
に
よ

り
発
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、

本
件
監
査
請
求
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
監
査
委
員

は
、
県
が
同
被
上
告
人
と
請
負
契
約
を
締
結
し
た

こ
と
や
そ
の
代
金
額
が
不
当
に
高
い
も
の
で
あ
っ

た
か
否
か
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る

が
、
県
の
同
契
約
締
結
や
そ
の
代
金
額
の
決
定
が

財
務
会
計
法
規
に
違
反
す
る
違
法
な
も
の
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
初
め
て
県
の
被
上
告
人
ら
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
権
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、

被
上
告
人
ら
の
談
合
、
こ
れ
に
基
づ
く
被
上
告
人

△
△
電
機
の
入
札
及
び
県
と
の
契
約
締
結
が
不
法

行
為
法
上
違
法
の
評
価
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
こ
れ
に
よ
り
県
に
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
な

ど
を
確
定
し
さ
え
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
か

ら
、
本
件
監
査
請
求
は
県
の
契
約
締
結
を
対
象
と

す
る
監
査
請
求
を
含
む
も
の
と
み
ざ
る
を
得
な
い

も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
認
め
て

も
、
本
件
規
定
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
本
件
監
査
請
求
に
は
本
件
規
定
の
適
用
が

な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
前
掲
第

二
小
法
廷
判
決
の
示
し
た
法
理
は
、
本
件
に
及
ぶ

も
の
で
は
な
い
。
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土
地
の
転
売
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い

て
発
生
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
不
行
使
を
も
っ

て
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
と
し
て
本
件
訴
訟
を

提
起
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
提
と
し
て
の

本
件
監
査
請
求
は
、
右
転
売
の
日
を
基
準
と
し
て

同
項
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
り
、
同
項
の
期

間
を
徒
過
し
て
さ
れ
た
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
と

判
断
し
、
上
告
人
ら
の
前
記
の
訴
え
を
不
適
法
と

し
て
却
下
し
た
。

三　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
右
判
断
は
、
是
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
売
買
契
約
に

お
け
る
特
約
に
違
反
し
て
本
件
土
地
の
転
売
が
さ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
当
然
に
違
約
金
請

求
権
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
右
転
売
行
為
の
時
点
に
お
い
て
直
ち
に

茅
ヶ
崎
市
が
違
約
金
相
当
の
損
害
を
被
っ
た
と
い

う
余
地
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
右
時
点
に
お
い

て
は
、
転
売
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く

茅
ヶ
崎
市
の
被
上
告
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求

権
は
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か

ら
、
監
査
請
求
の
対
象
と
な
る
べ
き
右
損
害
賠
償

請
求
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
も
存
在
し
な
い
と
い

う
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

怠
る
事
実
を
対
象
と
す
る
監
査
請
求
に
つ
き
、
転

売
行
為
の
日
を
基
準
と
し
て
地
方
自
治
法
２
４
２

条
２
項
の
規
定
を
適
用
し
、
同
項
本
文
の
期
間
が

進
行
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前

示
第
二
小
法
廷
判
決
の
判
旨
は
、
右
の
よ
う
な
場

合
に
ま
で
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
く
、

財
務
会
計
上
の
行
為
が
違
法
、
無
効
で
あ
る
こ
と

に
基
づ
い
て
発
生
す
る
実
体
法
上
の
請
求
権
の
不

行
使
を
も
っ
て
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
と
す
る

住
民
監
査
請
求
に
お
い
て
、
右
請
求
権
が
右
財
務

会
計
上
の
行
為
の
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は
い
ま

だ
発
生
し
て
お
ら
ず
、
又
は
こ
れ
を
行
使
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
右
実
体
法
上
の
請
求

権
が
発
生
し
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
日
を
基
準
と
し
て
同
項
の
規
定
を

適
用
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
上
告
人
ら
の
主
張
す
る
よ

う
に
被
上
告
人
が
本
件
転
売
行
為
を
し
、
こ
れ
が

違
法
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
国
鉄
清
算
事
業
団
が

本
件
売
買
契
約
の
解
除
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
契

約
条
項
の
上
で
は
茅
ヶ
崎
市
の
同
事
業
団
に
対
す

る
売
買
代
金
の
一
割
相
当
の
違
約
金
債
務
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
前
記
の
事
実
関
係
に
よ
れ

ば
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
同
市
が
同
じ
く
公
的

団
体
で
あ
る
同
事
業
団
の
請
求
に
対
し
て
右
債
務

の
存
在
を
否
定
す
る
対
応
を
し
、
同
事
業
団
の
提

訴
に
対
し
て
も
転
売
禁
止
の
特
約
の
有
効
性
自
体

を
否
定
す
る
答
弁
を
し
て
応
訴
し
、
そ
の
後
二
年

八
箇
月
余
に
わ
た
っ
て
こ
の
争
い
が
続
行
し
た
結

果
、
最
終
的
に
裁
判
上
の
和
解
に
よ
る
解
決
を
み

た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
、
同
市
は
、
右
債
務
負

担
を
否
定
し
続
け
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
他
方
で
被
上
告
人
に
対
し
て
右
債
務
負
担
に

よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し
て
損
害
賠
償
請

求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
立
場
に
あ
っ
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
右

主
張
の
下
に
お
い
て
は
、
前
記
和
解
に
よ
り
右
違

約
金
の
一
部
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
和
解
金
の

支
払
が
約
さ
れ
、
茅
ヶ
崎
市
の
債
務
負
担
が
確
定

し
た
時
点
に
お
い
て
、
初
め
て
同
市
の
被
上
告
人

に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
の
が
相
当
で
あ
る

か
ら
、
右
和
解
の
日
を
基
準
と
し
て
地
方
自
治
法

２
４
２
条
２
項
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
右
和
解
が
成
立
し
た
平
成
元

年
８
月
15
日
か
ら
一
年
が
経
過
す
る
以
前
に
さ
れ

た
本
件
監
査
請
求
は
、
同
項
の
期
間
を
遵
守
し
た

も
の
と
し
て
適
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
不
適
法
と
判

断
し
て
上
告
人
ら
の
前
記
訴
え
を
却
下
し
た
原
判

決
は
、
同
項
の
解
釈
適
用
を
誤
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
予
備
的
請
求
に
係
る

そ
の
余
の
上
告
理
由
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も

な
く
、
原
判
決
は
全
部
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し

て
、
本
案
に
つ
き
更
に
審
理
さ
せ
る
た
め
、
本
件

を
原
審
に
差
し
戻
す
こ
と
と
す
る
。
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⑤
期
間
経
過
後
の
監
査
請
求
と
「
正
当
な
理
由
」
の

有
無

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
２
項
た
だ
し
書
の

「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
特

段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住

民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
し
た
と
き
に
客

観
的
に
見
て
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど

う
か
、
ま
た
、
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

解
さ
れ
る
時
か
ら
相
当
な
期
間
内（

（
（

に
監
査
請
求
を
し

た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
最
判
昭
和
63
・
４
・
22
判
時
１
２
８
０
号
63
頁
）。

■
最
判
昭
和
63
・
４
・
22
判
時
１
２
８
０
号
63
頁

地
方
自
治
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
２
４
２

条
２
項
本
文
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機

関
・
職
員
の
財
務
会
計
上
の
行
為
は
、
た
と
え
そ

れ
が
違
法
・
不
当
な
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、

い
つ
ま
で
も
監
査
請
求
な
い
し
住
民
訴
訟
の
対
象

と
な
り
得
る
と
し
て
お
く
こ
と
が
法
的
安
定
性
を

損
な
い
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
、
監
査
請
求
の
期

間
を
定
め
た
。
し
か
し
、
当
該
行
為
が
普
通
地
方

公
共
団
体
の
住
民
に
隠
れ
て
秘
密
裡
に
さ
れ
、
一

年
を
経
過
し
て
か
ら
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
つ
た

場
合
等
に
も
右
の
趣
旨
を
貫
く
こ
と
が
相
当
で
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
同
項
但

書
は
、「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
と
き
は
、
例
外

と
し
て
、
当
該
行
為
の
あ
つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た

日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
後
で
あ
つ
て
も
、
普
通

地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
監
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
右

の
よ
う
に
当
該
行
為
が
秘
密
裡
に
さ
れ
た
場
合
、

同
項
但
書
に
い
う
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
は
、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
住
民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
つ
て
調
査
し
た
と

き
に
客
観
的
に
み
て
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
か
ど
う
か
、
ま
た
、
当
該
行
為
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
時
か
ら
相
当
な
期
間
内
に

監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
つ
て
判
断
す
べ

き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（
１
）
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅲ
〔
第
５
版
〕』（
有
斐
閣
、

２
０
２
１
年
）
２
３
７
頁
。

（
２
）「
相
当
な
期
間
内
」
に
つ
い
て
事
例
判
断
し
た
も

の
と
し
て
、
最
判
昭
和
63
・
４
・
22
判
時
１
２
８
０

号
63
頁
の
ほ
か
に
、
最
判
平
成
14
・
９
・
12
民
集
56

巻
７
号
１
４
８
１
頁
、
最
判
平
成
14
・
10
・
15
判
時

１
８
０
７
号
79
頁
、
最
判
平
成
16
・
12
・
７
判
時

１
８
８
６
号
36
頁
、
最
判
平
成
17
・
12
・
15
判
時

１
９
２
２
号
67
頁
、
最
判
平
成
18
・
６
・
１
判
時

１
９
５
３
号
１
１
８
頁
、
最
判
平
成
20
・
３
・
17
判

時
２
０
０
４
号
59
頁
が
あ
る
。


